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４．土地区画整理事業、市街地再開発事業、道路、公園、駐車場等の公共の用に供する施

設の整備その他の市街地の整備改善のための事業に関する事項 

 

［１］市街地の整備改善の必要性  

（１）現状分析・改善の必要性 

 

 本市の市街地は、明治 22 年に東海道本線沼津駅が開設されたことにより、近代都市の基礎

が築かれ発展していった。大正から昭和のはじめにかけ 2 度の大火災を受け、市の中心部が

灰となったが、その後の復興計画により現在の道路の基本となる駅前大通りが計画されるなど

整備拡張が行われてきた。 

昭和 20 年には「戦災都市復興計画」が決定され、全市的な見地で市街地の整備拡張

が行われるようになり、道路が現在のように形作られてきた。昭和 31 年に旧国道 1 号

（昭和 57年県道となる）が整備され、翌年には御殿場を経て東京方面へ通じる国道 246

号も完成し、道路交通の利便性は向上した。 

その後も、東名高速道路や国道 1号沼津バイパス、国道 246号裾野バイパスの開通な 

ど道路環境の整備は進んだが、モータリゼーションの進行や周辺都市を含めた人口の増

加により、市内各所で交通渋滞が見られるようになった。 

 とりわけ、沼津駅周辺地区は東海道本線が市街地を東西に走っているなか、鉄道を南 

北に縦断する道路が十分に整備されていないため慢性的な交通混雑が発生している。 

さらに、駅周辺ではイベントが開催できる公共スペースや公園・緑地が少なく、歩道 

や地下道などがバリアフリー化されていない、土地の高度利用が図られていないなど、

道路交通以外の面からも様々な問題が生じている。 

また、戦後まもなくから昭和 30 年代に建てられた建築物も多数存在し、耐震性など

防災機能や美観の観点から整備改善が必要となっているものも多い。 

特にアーケード名店街は、昭和 20 年代後半に共同建築物として建てられてから 50 年

以上経過し、老朽化により様々な問題が存在している。 

このような課題に対応し、静岡県東部地域の拠点都市にふさわしい中心市街地を形成

するために、鉄道高架事業をはじめとする沼津駅周辺総合整備事業を推進することで、

新たな魅力づくりを図る土地利用の促進、南北交通の円滑化など都市基盤の整備などを

進めていく必要がある。 

また、アーケード名店街など駅周辺以外の区域も含め老朽化した建物の更新や、ユニ

バーサルデザインの視点によるまちづくりを進めていかなければならない。 

 

 

（２）フォローアップの考え 

 

フォローアップについては、毎年度末に基本計画に位置づけた取り組みの進捗調査を

行い、事業の促進などの改善を図る。 
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［２］具体的事業の内容 

（1）法に定める特別の措置に関連する事業 

   該当なし 

 

（2）①認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した特例措置に関連する事業 

事業名、内容及び 

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名：沼津駅北拠

点地区暮らし・にぎ

わい再生事業（展示

イベント施設、市民

交流施設、駐車施

設） 

 

内容：東部コンベン

ションセンター整

備事業の一部、展示

イベント施設、市民

交流施設、駐車施設

の整備 

 

実施時期：平成 17

年度～平成 24年度 

沼津市 

 

沼津駅北口の旧国鉄施設跡

地（約 2.2ha）を活用して、国

際的な会議にも対応できる会

議場施設や展示イベント施

設、市民交流施設、ホテル等

を整備し、魅力とにぎわいの

ある広域的都市拠点を整備す

ることにより、歩行者通行量

の増加に寄与する。 

支援措置： 

社会資本整

備総合交付

金 （ 暮 ら

し・にぎわ

い 再 生 事

業） 

 

実施時期： 

平成 21 年

度～平成 24

年度 

 

事業名：（都）納米

里本田町線道路改

良事業 

 

内容：都市計画道路

の整備 

Ｌ＝310ｍ 

Ｗ＝20ｍ 

 

実施時期：平成 12

年度～平成 21年度 

沼津市 沼津駅を中心とする都心環

状道路として、都心部への交

通流入量を減らすことによ

り、中心市街地へのアクセス

の向上、歩行者環境の改善に

より、歩行者通行量の増加を

図る。 

 

支援措置：

まちづくり

交付金 

 

実施時期： 

平成 17 年

度～21年 
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事業名：双葉町公園

整備事業 

 

内容：既設の双葉町

公園を拡大整備す

る。 

 

Ａ＝2,400㎡ 

実施時期：平成 20

年度～平成 21年度 

 

沼津市  既設の公園を拡大整備する

ことにより、公園利用者の快

適性向上が図られるため、居

住人口の増加に寄与する。 

支援措置：

まちづくり

交付金 

 

実施時期：

平成 20 年

度～平成 21

年度 

 

事業名：沼津駅南第

一地区土地区画整

理事業 

 

内容：沼津駅南部の

土地区画整理事業 

Ａ＝3.3ha 

 

実施時期：平成 14

年度～平成 31年度 

沼津市 鉄道高架事業に併せ、駅南

地区の土地区画整理事業を実

施し、公共施設の整備改善、

宅地の利用増進、土地の有効

活用等、面的かつ一体的な整

備を行うことで、静岡県東部

地域における広域的な中核拠

点の形成を目指し、中心市街

地の活性化に寄与する。 

 当該事業区域は、沼津駅に

隣接しているが、小規模な宅

地が密集し、行止まり道路が

あるなど回遊性に欠けてい

る。 

事業実施により歩行者を優先

した賑わいある空間作りや、

鉄道施設跡地の有効活用によ

る分譲マンション等の導入を

図る。 

支援措置： 

社会資本整

備総合交付

金 (都市再

生区画整理

事業) 

 

実施時期： 

平成 22 年

度～平成 26

年度 
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事業名：町方町・大

門町・通横町地区第

一種市街地再開発

事業 

内容：アーケード地

区等の再生 

 

実施時期：平成 24

年度～29年度 

町方町・

大門町・

通横町地

区第一種

市街地再

開発組合 

町方町地区（アーケード地

区）は、建物の老朽化による

耐震性やまちの魅力の低下な

ど様々な課題が生じている。 

 このため当該地区を、居

住・商業・コミュニティーな

どの都市的な生活関連サービ

ス機能で複合的に構成された

上質な空間を創造すること

で、歩行者通行量及び定住人

口の増加につなげる。 

まちづくりの推進にあって

は、定期借地権を活用した再

開発事業により、既存店舗の

継承に新たな商業機能を加え

るとともに、道路にコミュニ

ティー空間を創出すること

で、まちの商業核の創出を目

指している。 

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金（市街地

再開発事業

等） 

 

実施時期： 

平成 24～26

年度 

 

事業名：狩野川右岸

修景事業 

 

内容：狩野川河川

敷、護岸部などの河

川空間の整備 

区域：あゆみ橋～三

園橋間、永代橋～御

成橋間 

 

実施時期：平成 22

年度～平成 26年度 

沼津市 

 

 中心市街地にある「あゆみ

橋」を中心とした河川空間と

その周辺を「憩いとにぎわい

の空間」として整備し中心市

街地の活性化を図ることによ

り、歩行者通行量の増加に寄

与する。 

 

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金（都市再

生 整 備 計

画） 

 

実施時期： 

平成 22 年

度～平成 26

年度 

 

事業名：三園橋アン

ダーパス整備 

 

内容：狩野川左岸経

路の三園橋にアン

ダーパスを設置す

る  

 

実施時期：平成 24

年度 

沼津市 

 

狩野川左岸経路の三園橋にア

ンダーパスを設置することに

より、歩行者や自転車走行の

際の安全な移動空間を確保

し、回遊性の向上、歩行者通

行量の増加を図る。 

 

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金（都市再

生 整 備 計

画） 

 

実施時期： 

平成 24 年

度 
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（2）②認定と連携した支援措置のうち、認定と連携した重点的な支援措置に関連する事業 

事業名、内容及び 

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名：東駿河湾広

域都市計画都市高

速鉄道事業東海旅

客鉄道東海道本線

及び東海旅客鉄道

御殿場線（沼津駅付

近連続立体交差事

業） 

 

内容：東海道本線

3.7km、御殿場線 1.6

㎞を高架化 

踏切除去 13 箇所、

立体交差化される

幹線道路８路線 

 

実施時期：平成 15

年度～平成 34年度 

静岡県 沼津駅周辺の鉄道を一定区

間連続して高架化することに

より、南北交通の円滑化と沼

津駅周辺の交通機能の再整備

を進め、安全で利便性の高い

まちづくりを推進する。 

 事業実施にともない、将来

を見越した民間投資や事業誘

致が見込め、中心市街地の活

性化が図られる。 

支援措置：

街 路 事 業

（連続立体

交差事業） 

 

実施時期：

平成 15 年

度 ～ 平 成

21年度 

 

 

 

事業名：JR東海道本

線・JR御殿場線 

 

内容：連続立体交差

L＝5.3km（東海道本

線 3.7km、御殿場線

1.6 ㎞を高架化） 

 

実施時期：平成 15

年度～平成 34年度 

静岡県 沼津駅周辺の鉄道を一定区

間連続して高架化することに

より、南北交通の円滑化と沼

津駅周辺の交通機能の再整備

を進め、安全で利便性の高い

まちづくりを推進する。 

 事業実施にともない、将来

を見越した民間投資や事業誘

致が見込め、中心市街地の活

性化が図られる。 

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金（道路事

業(街路)） 

 

実施時期： 

平成 25 年

度 ～ 平 成

29年度 
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事業名：沼津駅南第

一地区土地区画整

理事業 

 

内容：沼津駅南部の

土地区画整理事業 

Ａ＝3.3ha 

 

実施時期：平成 14

年度～平成 31年度 

沼津市 鉄道高架事業に併せ、駅南地

区の土地区画整理事業を実施

し、公共施設の整備改善、宅地

の利用増進、土地の有効活用

等、面的かつ一体的な整備を行

うことで、静岡県東部地域にお

ける広域的な中核拠点の形成

を目指し、中心市街地の活性化

に寄与する。 

 当該事業区域は、沼津駅に隣

接しているが、小規模な宅地が

密集し、行止まり道路があるな

ど回遊性に欠けている。 

事業実施により歩行者を優

先した賑わいある空間作りや、

鉄道施設跡地の有効活用によ

る分譲マンション等の導入を

図る。 

 

       整備イメージ 

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金 (道路事

業(区画)) 

 

実施時期： 

平成21年度

～平成30年

度 

 

事業名：静岡東部拠

点第一地区土地区

画整理事業 

 

内容：沼津駅北部の

土地区画整理事業 

Ａ＝12.1ha 

 

実施時期：平成 11

年度～平成 29年度 

独立行政

法人都市

再生機構 

鉄道高架事業に併せ、駅北地

区の土地区画整理事業を実施

し、公共施設の整備改善、宅地

の利用増進、土地の有効活用

等、面的かつ一体的な整備を図

り、静岡県東部地域における広

域的な中核拠点の形成を目指

し、中心市街地の活性化に寄与

する。 

 

地区内の主な施設整備 

・キラメッセ沼津（H10） 

・沼津駅北口駅前広場（H14） 

・BiVi沼津（H18） 

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金 (地域活

力基盤創造

計画) 

 

実施時期：

平成21年度

～平成24年

度 
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・東部コンベンションセンター 

 展示イベント施設 

 会議場施設 他（H26年度） 

・ホテル（2箇所） 

・分譲マンション 

事業名：静岡東部拠

点第二地区土地区

画整理事業 

 

内容：沼津駅北部の

土地区画整理事業 

Ａ＝18.5ha 

 

実施時期：平成 19

年度～平成 36年 

沼津市  鉄道高架事業に併せ、拠点エ

リア（12.5ha）と新車両基地エ

リア（5.95ha）計約 18.5ha の

土地区画整理事業を実施し、公

共施設の整備改善、宅地の利用

増進、土地の有効活用、土地利

用の整序化等、面的かつ一体的

な整備を図り、静岡県東部地域

における広域的な中核拠点の

形成を目指し、中心市街地の活

性化に寄与する。 

支援措置：

社会資本整

備総合交付

金 (道路事

業(区画)) 

 

 

実施時期：

平成21年度

～平成30年

度 

 

事業名：自転車通行

環境整備モデル地

区事業 

 

内容：自転車と歩行

者の分離された走

行空間の整備 

静岡県・沼津市 

自転車道 

L=約 150m 

自転車歩行車道 

L=約 530ｍ 

 

実施時期：平成 20

年～平成 21年 

静岡県 

沼津市 

沼津駅地区として国道 414

号、市道 0108 号線等が自転車

通行環境整備のモデル地区指

定を受け、自転車道等の自転車

と歩行者の分離された空間を

整備することにより交通弱者

の安全確保を図ることで、近年

増加している歩行者と自転車

との事故を抑制し、安全・安心

な自転車走行空間を創出する。 

支援措置：

道 路 事 業

（交通安全

施設等整備

（ 地 区 一

括）統合補

助事業） 

 

実施時期：

平成20年度

～平成21年

度 

 

 

（3）中心市街地の活性化に資するその他の支援措置に関連する事業 

  該当なし 
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（4）国の支援がないその他の事業 

事業名、内容及び 

実施時期 
実施主体 

目標達成のための位置付け 

及び必要性 

国以外の 

支援措置の

内容及び 

実施時期 

その他

の事項 

事業名：中央公園整

備事業 

 

内容：公園施設の充

実 

 

実施時期：平成 26

年度～平成 28年度 

沼津市  水辺の空間を活用したまち

づくりを進めるセントラルパ

ーク構想において憩いやにぎ

わいの場として位置づけられ

る中央公園を、健康づくりや

憩いの場、まち歩きの起点と

して多くの方々が利用できる

よう整備することにより、中

心市街地の活性化に寄与す

る。 

 社会資

本整備

総合交

付金（都

市再生

整備計

画事業）

を活用

予定 

事業名：沼津駅南第

二地区土地区画整

理事業 

 

内容：沼津駅南部の

土地区画整理事業 

Ａ＝12.1ha 

 

実施時期：平成 26

年度～平成 36年度 

沼津市  鉄道高架事業に併せ、駅南

地区の土地区画整理事業を実

施し、公共施設の整備改善、

宅地の利用増進、土地の有効

活用等、面的かつ一体的な整

備を行うことで、静岡県東部

地域における広域的な中核拠

点の形成を目指し、中心市街

地の活性化に寄与する。 

  

事業名：東部コンベ

ンションセンター

整備事業（会議場施

設、ホテル） 

 

内容：東部コンベン

ションセンター整

備事業の一部、会議

場施設、ホテルの整

備 

 

実施時期：平成 17

年度～平成 25年度 

静岡県 

大和ハウ

ス工業株

式会社 

 

沼津駅北口の旧国鉄施設跡

地（約 2.2ha）を活用して、国

際的な会議にも対応できる会

議場施設や展示イベント施

設、市民交流施設、ホテル等

を整備し、魅力とにぎわいの

ある広域的都市拠点を整備す

ることにより、歩行者通行量

の増加に寄与する。 
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事業名：町方町・大

門町・通横町地区ま

ちづくり推進事業 

 

内容：アーケード地

区等の再生 

 

実施時期：平成 16

年度～ 

株式会社

LSC 沼津

みなみ 

町方町地区（アーケード地

区）は、建物の老朽化による

耐震性やまちの魅力の低下な

ど様々な課題が生じている。 

 このため当該地区を、居

住・商業・コミュニティーな

どの都市的な生活関連サービ

ス機能で複合的に構成された

上質な空間を創造すること

で、歩行者通行量及び定住人

口の増加につなげる。 

まちづくりの推進にあって

は、定期借地権を活用した再

開発事業により、既存店舗の

継承に新たな商業機能を加え

るとともに、道路にコミュニ

ティー空間を創出すること

で、まちの商業核の再生を目

指している。 

支援措置：

まちなか再

生総合プロ

デュース事

業 

 

実施時期： 

平成 20～

21年度 

 

事業名：沼津駅周辺

人にやさしいまち

づくり推進事業 

 

内容：沼津駅周辺の

バリアフリー化等 

 

実施時期：平成 19

年度～ 

沼津市 沼津駅を中心とした地区を

重点地区と位置づけ、快適で

安全な歩行者空間の創出、交

通結節点の利便性・安全性の

向上などを基本方針として、

歩道の拡幅、グレーチング目

の細目化、視聴覚障害者誘導

ブロックの設置などのバリア

フリー化を進めていくことに

より、歩行者通行量の増加に

寄与する。 

  

事業名：景観形成推

進事業 

 

内容：景観計画の策

定、景観条例の制

定、景観形成重点地

区の景観形成方針

の運用 

 

実施時期：平成 14

沼津市 景観法を用い良好な景観の

形成に向け取組む。良好な景

観を推進・誘導することで、

都市環境の質的改善を図り、

県東部地域の中核都市に相応

しい、うるおいのある豊かな

生活環境の創造及び個性的で

活力あるまちづくりを推進す

る。 

土地区画整理事業等に伴い
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年度～ 

 

 

実施される建築物の更新に合

わせて、景観計画等に基づい

た建築物の形態・意匠・色彩

などを周辺の背景や自然景

観、まち並み景観と調和する

よう誘導することで、道路や

駅前広場等の景観の向上に努

めることにより、来街者数の

増加に寄与することができ

る。 

事業名：駐車場案内

システム 

 

内容：専用周波数の

電波で、システム参

加駐車場の混雑状

況を放送 

 

実施時期：平成 13

年度～平成 22年度 

沼津市 中心市街地の駐車場待ち車

両の行列、駐車場探しのうろ

つき車両による道路交通への

悪影響の緩和を図り、混雑状

況や位置情報の提供を行うこ

とにより、交通分散や効率的

な駐車場利用の促進と中心市

街地の活性化を図る。  

  

事業名：狩野川左岸

（三園橋～江川排

水機場）経路整備事

業 

 

内容：狩野川左岸三

園橋から江川排水

機場までの経路整

備 

 

実施時期：平成 12

年度～ 

沼津市 狩野川左岸（三園橋から江

川排水機場）の経路にて、照

明付防護柵やアンダーパスを

設置することにより、歩行者

や自転車走行の際の安全な移

動空間を確保する。 

このことに加え、経路から

の富士山や狩野川の眺望を生

かし、市内外からのジョギン

グや散歩、ウォーキングイベ

ントなどの利用を促すととも

に、沼津駅から沼津港までの

動線として活用することで、

来街者数の増加を図る。 

  

 

 

 

 

 

 


